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公益社団法人
日本消費生活アドバイザー・コンサルタント・相談員協会

NIPPON ASSOCIATION of CONSUMER SPECIALISTS

1988年6月発足

全国7支部 約2,500名 (2020年4月現在)

賛助会員 108団体

NACS 環境委員会
・1999年4月から正式に活動
・持続可能な社会を目指し、多様な関係者と連携し、

環境に配慮した暮らしを可能とするための提案を生み出し、普及する
・持続可能な社会につながる商品選択を進めるべく

「わたしたちの暮らしはすべて世界につながっている」
「商品の一生を知ろう」をキーワードに勉強会やワークショップ、
行政・企業等との意見交換会等を行っている



１．はじめに 事業概要

２．活動内容と主な成果

３．本事業を通して得られた知見

４．今後の課題と想定される解決方法（考察）
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■ 事業の目的

自動車の所有・非所有にかかわらず、若年層を含むすべての消費者に対し、
自動車リサイクルに関する現状と課題、消費者の責任等を周知することによっ
て、自動車リサイクルへの積極的参加および環境配慮設計の自動車の購入
等、消費者の責任ある行動を促進し、循環型社会の実現に寄与することを目
的とする

■ 事業全体のスケジュール

2017年度 自動車リサイクルに関する現状把握と消費者の認識度調査
2018年度 業界ヒアリング調査、消費者団体等との意見交換会 及び

消費者向け自動車リサイクル啓発小冊子の制作
2019年度 自動車リサイクル啓発小冊子を活用した啓発セミナーの全国展開
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１）自動車リサイクルシステムに関する有識者等を招いた学習会の開催

目的 ： 自動車リサイクルシステムの現状と課題、メーカーの対応状況など

に関する知識の習得と課題の把握

講師 ： 慶応義塾大学経済学部教授(当時） 細田衛士氏（助成期間外）

一般社団法人日本自動車工業会 嶋村高士氏

２）自動車リサイクル事業者の視察

目的 ： リサイクル工場の現場を自分たちの目で確認すること、

及びリサイクル事業者の課題や消費者に望むことなどの把握

訪問先： 解体業者：有限会社昭和メタル

破砕業者：株式会社YAMANAKA

ASRリサイクル施設：群桐エコロ株式会社

３）Webによる無作為抽出の消費者アンケート、NACS会員アンケートの実施

目的 ： 自動車リサイクルに関する認識度、行動の現状と課題の把握

方法 ： インターネット調査

２ 活動内容と主な成果

■ 2017年度実施内容
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消費者アンケート調査結果2017

方 法：①消費者アンケート （株）インテージリサーチのインターネットモニター調査
②NACS会員アンケート NACS会員への通知・回答依頼による調査

回答数：①消費者 1,625サンプル （割当抽出法により、人口構成比に準拠）

②NACS会員 157サンプル
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家に自動車が1台以上ある

家に自動車は無い

Q9 使用済自動車がリサイクルされていることを知っているか

消費者アンケート調査結果2017
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0.1

資源の有効利用につながる

廃棄物の量を減らすことができる

安全性の不安が残る

品質に不安が残る

部品の保証面で不安が残る

古さや汚れ、キズがある

溶かして素材に戻すより、部品としてそのまま使った方が環境負荷が少ない

特に考えたことがない

手間や時間がかかる

引き取り価格の査定が安くなる

任意保険の保険料が安くなる

その他 具体的に：

消費者アンケート調査結果2017

Q15 リサイクル部品利用のイメージ
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■ 201７年度の活動でわかったこと

２ 活動内容と主な成果

・消費者には、自動車リサイクルに関する情報が十分に伝えられていない

・伝えたいことは、自動車リサイクルの目的や仕組み、現状、循環型社会に向けて
消費者ができること など

→リサイクル部品の活用、環境配慮型設計の自動車の選択などを検討していく

・環境配慮設計から廃棄・処理に至る現状（現場の声）を、正確に把握する必要がある

・リユース・リビルト部品の積極的利用のためには、不安を緩和できる正確な情報提供
が必要

→次年度の事業計画に反映
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■ 2018年度実施内容

１）業界ヒアリングの実施（4か所）
目的 ： 啓発ツール執筆のための取材
訪問先： 日本ELVリサイクル機構

日本自動車整備振興連合会（JASPA）、
日本自動車販売協会連合会
日本損害保険協会

２）消費者団体等との意見交換会（1回）
目的 ： 普及啓発事業のパートナーとして、啓発方法に関する意見交換
参加者： 消費者団体（4団体）および NACS支部（6支部）のキーパーソン

３）啓発ツールの制作
形 態 ：小冊子＋電子ブック（A5版16ページ、カラー、5000部）
ターゲット：18歳以上の消費者
内 容 ：自動車リサイクル（法）のことだけでなく、資源利用の現状をふまえ、

リユース部品・リビルト部品や未来型自動車の課題などに触れ、
「私たちができること」を考えられるツールとする

２ 活動内容と主な成果
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■ 2018年度の主な成果

１）業界ヒアリングで得られた成果

２ 活動内容と主な成果

２）消費者団体等との意見交換会で得られた成果

・わかったこと：
リユース部品・リビルト部品の定義／使用するメリット（環境・経済の視点）／
消費者への訴求、PRの状況／問い合わせ先／消費者の選択状況と課題／
品質や安全性の確保策、環境負荷削減効果 →啓発ツールの内容に反映

・冊子を活用した広報・普及への協力の可能性 →次年度の事業計画に反映

・リユース部品やリビルト部品の存在を消費者に知ってもらうことが大切という認識
の共有

・冊子の配布やWebおよびニュースレター等での紹介などの協力の可能性
・冊子は講座などを活用し、説明しながら手渡すことがより有効である
・講座だけでなく、リサイクル工場の見学会をあわせて行うことで学びの質を高め

ると、自らの実践や普及活動へのモチベーションにつながる

→次年度の事業計画に反映
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■ 2018年度の主な成果

３）啓発ツール 「もっと 自動車リサイクル ～限りある資源を大切に使うために～」

２ 活動内容と主な成果

A5版16ページ、カラー、5000部
http://www.nacs.or.jp/kankyo/study/auto/leafl
et_1903.html
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１）説明ツールの作成
目的 ： セミナーなどでの説明を容易にするため

２）シンポジウムの開催
目的 ：自動車リサイクルで消費者が「もっと」できることに関する情報提供と

関係団体との意見交換、及び普及啓発ツールの紹介
対象 ：消費者団体、環境教育団体、自動車関係団体等 50名程度

３）地方セミナーの開催（愛媛、宮城）
目的 ：自動車リサイクルに関し消費者ができることに関する情報提供
対象 ：地域の消費者団体、環境教育団体等

４）小冊子の配布と効果測定
目的 ： 消費者および自動車リサイクル関係者への普及と小冊子の効果測定
方法 ： 冊子配布とウェブサイトでの電子ブックの公開

NACS会員へのアンケート

５）各種広報活動とウェブサイトによる効果測定
目的 ： 冊子の更なる普及と、広報活動の効果測定
方法 ： 関係者への広報依頼およびアクセスログの把握・分析

■ 2019年度実施概要
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２ 活動内容と主な成果



■ 2019年度の主な成果
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２ 活動内容と主な成果

１）説明ツールの作成

全19ページ

要望件数 12件

・消費者の学習会

・出前講座

・大学の授業 など
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■ 2019年度の主な成果
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２ 活動内容と主な成果

２）シンポジウムの開催

SDGs時代の資源循環を考える「もっと自動車リサイクル」シンポジウム

日 時： 2019年10月11日（金）15:00-17:30

会 場： 日本自動車会館 くるまプラザ会議室

参加者： 消費者団体、環境教育団体、自動車関係団体等 53名（関係者含む）



■ 2019年度の主な成果
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２ 活動内容と主な成果

２）シンポジウムの開催



■ 2019年度の主な成果
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２ 活動内容と主な成果

２）シンポジウムの開催とアンケート結果

・自動車リサイクルに関する情報および普及啓発ツールの紹介のみならず、
リサイクル部品の普及や、資源循環配慮設計の自動車の普及に向けて、
事業者と消費者双方の現状と課題、そして期待について話し合う場となり、
参加者のみならず、登壇者からも好評を得た。

・自動車リサイクルをもっと進めるためのアイデアは報告書P16-17参照



■ 2019年度の主な成果
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２ 活動内容と主な成果

３）地方セミナーの開催

「もっと自動車リサイクル」セミナー＆リサイクル工場見学会

【四国・松山】 日時 2019年10月17日（木）11:00-16:50

参加者 NACS、消費者団体、環境教育団体から 計24名

見学先 金城産業（株）

【東北・いわき】 日時 2019年11月18日（月）11:00-19:00

参加者 NACS会員 11名

見学先 （株）キャレックいわき、（株）YAMANAKA、小名浜精錬（株）

・参加者全員が「見聞したことを周囲に伝えたい」と回答

・小冊子配布希望10件260冊、PPT希望8件

・工場見学は、リサイクル技術や、事業者の誠実な取り組みなど、

自動車リサイクルへのポジティブイメージの醸成に効果あり

・東北では来年度も見学会を企画したいとの意向あり



■ 2019年度の主な成果
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２ 活動内容と主な成果

４）小冊子の配布と効果測定

＜配布実績＞

NACS会員への配布 （7月1日） 2,637冊

NACS会員以外への配布 （随時） 1,416冊

消費者団体、環境学習センター、自動車リサイクル関連事業者団体、

工場見学参加者、その他（学習会、出前授業、大学の講義、研修等での配布）

＜アンケートによる効果測定＞

調査方法：NACS会員への調査票配布、ウェブ及び郵送での回答回収

調査実施期間：2019年7月1日（月）～7月31日（水）

・回収数611サンプル（回収率：約21.8％）

・回答者は女性が6割弱であり、年代は50～60代が4分の3を占める

・調査結果については次ページ以降を参照



問2 あなたは、使用済自動車（廃車）が、リサイクルされていることを知っていましたか。
問3 あなたは、使用済自動車（廃車）が、リサイクルされていることに関心があります
か。
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新たに認知
17.5％

新たに関心
57.0％



• いずれの項目も、小冊子を見たあとでは理解できた割合が9割を超えている。

問5 あなたは、小冊子を見て、使用済自動車（廃車）がどのように
リサイクルされるか分かりましたか。（回答は行ごとに１つ）
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55.3
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33.7

49.3

55.3

36.5
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取り出した部品をそのまま再利用すること（リユース部品 ※1）

取り出した部品を修理して再利用すること（リビルト部品 ※2）

鉄・銅などの有価物は形を変えて再生利用すること

フロン類を適切に回収し、破壊処理すること

エアバッグ類を安全に処理すること

シュレッダーダスト（※3）は原材料に戻し再資源化したり燃やし

て熱回収したりして、残りは埋め立てること

知っていたが、小冊子を見て理解が深まった 知らなかったが、小冊子を見て理解できた

小冊子を見ても理解できなかった 無回答
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問10 あなたは今後、小冊子で得た自動車リサイクルに関する情報を、
周囲に伝えていきたいと思いますか。（○は１つ）

問10付問 誰に／どのように、伝えていきたいとお考えですか。
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NACS会員アンケート調査結果2019

• リサイクル部品の利用意向は、「利用したい」27.3％、「どちらかといえば利用した
い」41.9％と、7割が利用意向を示している

• 調査設計が異なるものの、１年目に実施したNACS会員アンケート2018では利用
意向は6割弱であり、小冊子による情報提供の効果が表れているとも考えられる

※調査方法等の詳細は報告書P30参照のこと

リサイクル部品
の利用意向

69.2％
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• 自動車の資源を有効に利用するために消費者ができることとしては、「自動車リサイ
クルに積極的に取り組んでいる企業の車を選ぶ」が最も多く54.3％、次いで「廃車時、
部品選別や粉砕処理を適切に行う業者に引き取ってもらう」50.6％となっている
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• 自動車リサイクルに関する情報提供については、「カーディーラー・自動車販売
店」68.2％、「自動車教習所・運転免許更新センター」65.6％が高くなっている

問9 あなたは今後、自動車リサイクルに関する情報は、どこで提供されると
良いと思いますか。（回答はいくつでも）
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■ 2019年度の主な成果

31

２ 活動内容と主な成果

広報活動 （開始日を記載）

7.1 NACS会員宛、冊子『もっと 自動車リサイクル』及びアンケート用紙送付

NACS通信に冊子発行を掲載

7.31 グリーン購入ネットワーク GPNメールマガジン(7/31号)掲載

8.1 日本自動車整備振興会連合会 HPにてお知らせ

8.22 日本自動車リサイクル機構、日本自動車リサイクル部品協議会

合同会議にてお知らせ

8.26 NACS本部HPトップバナーおよびWhat’sNewでシンポジウムの開催を告知

8.27 日本自動車工業会 リサイクル廃棄物部会メンバーにメール配信

9月 日本自動車工業会 JAMAGAJINE9月号に記事掲載（3750部）

日本自動車整備振興会連合会 日整連ニュースに記事掲載（9万部）

9.13   全国消費者団体連絡会 ニュースレターに記事掲載

10.1   日本自動車リサイクル機構 ニュースレター（ウェブ）に記事掲載

10.22 環境委員会HPにシンポジウム速報ページ公開

※時期的に下線部がきっかけと思われるアクセス数の増加が観察された

５）各種広報とウェブサイトによる効果測定



■ 2019年度の主な成果
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２ 活動内容と主な成果

５）各種広報とウェブサイトによる効果測定 PDF・DL 685件

電子ブック閲覧
308件
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3 本事業を通して得られた知見

Ⅰ 自動車リサイクルの高度化に消費者が果せる役割

• 自動車は資源の塊であり、自動車リサイクルは資源循環の意味で非常に重要である。
消費者は自動車リサイクルの仕組みを理解したうえで、資源循環のレベルを高めるた
めにできることがあることを知る必要がある。

• 消費者が「もっと」できることとしては、リユース・リビルト部品の活用や、環境配慮設計
の自動車の普及への寄与が考えられる。

• 環境配慮設計の自動車の普及に関しては、自動車を保有しない消費者も、自動車を
使ったサービス（レンタカーやカーシェアリング、宅配など）を選択する場合に、環境配
慮設計の自動車を使っている事業者を選ぶ、という選択肢がある。
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3 本事業を通して得られた知見

Ⅱ 効果的な普及啓発のあり方

• 消費者への情報提供は、環境配慮型自動車の普及は購入のタイミングで販売店か
ら、リサイクル部品の普及は修理に直面するタイミングで修理工場から説明されること
が望ましい。

• リサイクル工場見学会をセットにしたセミナーは、消費者の自動車リサイクルへの

ポジティブイメージの醸成や啓発活動への意欲の向上に効果的である。
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４ 今後の課題と想定される解決方法（考察）

■リサイクル部品の利用促進に向けて

・販売店や整備工場等が、修理や整備の相談に対応する際、新品部品だけでなく、

リサイクル部品の選択肢を示すことが必要。

• 整備工場の多くは中小零細のため、消費者からの質問がない段階でリサイクル部
品を一から説明するのは困難

→新聞・TV・雑誌などのマスコミが広くリサイクル部品の存在と意義を知らせる

→業界が協力してわかりやすい説明ツール（チラシや簡単なムービーなど）を

作成・普及する

• リサイクル部品に関して、消費者の不安を緩和できる取り組みが必要

→リサイクル部品の品質保証に向けた取り組み

→リビルト部品に関しては、上記取り組みを進めたうえで、摩耗・劣化する部品は

新品と交換して品質確認を行っているといった取り組みを丁寧に伝えることも有効
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４ 今後の課題と想定される解決方法（考察）

■環境配慮型自動車の普及に向けて

• リサイクル部品やリサイクル素材を使うことに対しての名誉感、社会的な価値が上
がることが重要

→内装のような表舞台にリサイクル素材を使い、積極的にアピールすると、消費者

の関心の持ち方も変わってくるのではないか

• 自動車販売店、ディーラーからの情報提供が必要

→自販連が取り組んでいる研修などで本冊子を活用していただき、消費者に環境

側面の情報を伝えることの必要性をもっと訴求する

→販売の現場からは、周知・普及には免税措置など経済的インセンティブが不可欠

との声も示された

→販売店には自動車メーカーからも、環境側面の説明に力を入れるよう働きかける。

メーカー独自のインセンティブを設けることも一案

・宅配やカーシェアリングなど、自動車を使ってサービスを提供する事業者が、環境

配慮型自動車の導入を進め、それをアピールすることをもっと推進すべき
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４ 今後の課題と想定される解決方法（考察）

■自動車リサイクルの高度化に向けて

• 電池の回収、再利用、リサイクルの仕組みづくり

• Car to Carの取り組みを進める

• 次世代車がどのようなものになるかを見通しつつ、そのリサイクルも作る時から考
えることが必要

• カーシェアリングが本格的に普及する中、関係者が協力して環境配慮型の自動車
の普及を加速させていくことが大切。移動や運搬のサービス提供事業者の環境へ
の取り組みを促し、それがアピールされるよう働きかけることが必要

• 自動車だけでなく電化製品や工業製品など、品目横断的な視点や、サプライ
チェーン全体を視野に入れた資源循環に取り組むことが必要

• 消費者と自動車リサイクル関係者がともに現状を踏まえてあるべき姿、できること
を考える場は今後も必要なのではないか



ありがとうございました


